
（37i7）

1書評1

ピーター・ディッケン／ピーター・旺・欝イド著，伊藤喜栄監訳

ゼ立地と空聞一経済地理学の基礎理論（上〉（下雌

古今書院，i弱7年，5難＋vxlページ，5，総§円

山　耀　充　夫

　経済地麗学の基礎耀論をどのように構築してい

くのかは，議論の繊発点をどこにもとめる鐙かに

矯定される。ピーター・ディッケンとピーター・

E・βイ轡ま（以一下，　2人のピーターとする〉空

閨それ脅体から議義をはじめるのではなく，賢饒

にも経済システムからはじめる．それは空翼のと

りあ！）かい方，あるいは懸の言い方をすれば，空

聞的構成のあ写方は経済システムによって異なる

からであり，舞潤を動機とする資本主義の空器的

構成は，経済システムによる空驚的購成の一形懇

であるからである。

　2人のピーターは経済地理学が経済学のなかで

どのような役麟を果たすかについては，本書にお

いて，3つの幾題を提起して経済学に空聞的な展

望を取り入れる独寳な考えを提示する。鰹．こ

の地球一銑で，どのようにして経済活動は空聞的に

鰻織されるのか。　2．なぜ経済活動は独特のや

辱方で空羅的に纏織されるのか．　3．どのよう

にして経済活動の空聞緯織は経済遜程，および，

その纏の社会過程に影響を及ぼすのか。ま（P．欝）

またF経済地理学者は経済遍程についてよく知っ

ている必要があることは閥違いないけれども，購

じように経済学者は地理的空隣と地理的綴織の影

響について精通している必要がある。それゆえ，

経済地礫学壽の方法は補完的ではあるが独奏なも

のなのであるま（夢．捻〉と。

　このような確認をおこない，　2人のピーターは

経済活聾の空聡的鰹織（筆墨章〉から経済地理学

の基礎建論を展修する。単純建のために，」．賢．

チューネンの醗究法を参照しつつ，地表嘉のr等

方性まと郵完全競争まのもとで，最農の成果を得

ようと最適化を振海する　憂経済人曇とを飯匙し，

経済的諸活嚢の空購的な縷織における距離の作欝

にきっち韓と焦点をあてる。そのうえで単…財生

産の空閣綴織をク蓼スタラーの繋の到達範灘と成

立灘纏とから説墾を始める。これに隅一財の競争

者を導入して，潔雛地域に纏わる螺論的な空聞綴

織を導撮する。さらに縫財を追擁してその集合的

構歳としての集積を導饑し、多露盤給集積として

の中心地が購馨的に醍置される空調親織を墨愛さ

せる．この繕緩的空閣纏織は基本的には市場原礫

から魏霧されるが，ク婆スタラーの交通漂遷と行

政原理とがつけ換えられる。瞬時に柔軟性あるレ

ッシュの市場療運をも使い，経済地域を毒場内で

企業数を最大にし総交連費購を最小化するという

最小努力の原則から説鱗する。中心地の贈屡姓が

どの程度の連続性あるいは不連続性をもっかにつ

いては経験に基づく証麺で検認するが，その醗，

縷櫨趨模法則，蕎求縁，最近隣分析法などの分観

手法が繕いられる。

　農業における空聞継織は，まず単一農産物につ

いての猿置地代やアロンゾの餓ナ値地代縫線を湧

いて説窮し，ついで複数の農産物閥，結合農産勃

闘の地代緯線を験試し，さらに複数毒場などの影

響がどのような農業的生地科絹をつくむ鐡すかを

説隣する．経験的証麗として，チサムの醗究事例

やシンクレアの逆チューネン圏．騰発途■1二覆や先

進羅での事鱗が紹介される。この位置地代による

土地稀繕パターンは，農業だけでなく蕎i寮内蔀の

■董二地利湧紅ついても運論的に遍稽され，経験的証
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縫をあげる．かくて経済雛簸はいずれにあっても

轄癖的な序粥紅おいて誕鱗されることになるが，

それだけにはとどまらない横瀬的な縮互作購もあ

ることがつけ纐られている．

　第2牽は単縫乾のための仮定を緩舞することが，

いかなる空鶴的差異惟をもたらすかを縷説する。

それは第i章の単純なモデルが製造業9）空羅分衛

の読瞬には適合しにくく，工業療料やエネルギー

贅源が普遍的ではなく局地的であることに起露す

る。　2人のピーターはまずトン・マイノレで算鐵さ

れ最小輸送地点を工業の立地点とするA、ウェー

バーの公式を讃鱗し，その古典的な遍繕事弼を繧

介する．この公式の論理はその濠豪すべての業種

に適駕することはできない．変換線で表示される

W．アイザードの代替盤源礫の議論や，立地選挨

の曖昧性を包含するスミスグ）空経費霧麟線と駿登

の空醗的鞍鼻の議論は，ウェーバーの基奉的な論

遜権威を拡張する試みであった。この紋張の緩点

は局地姓をどのように空聞経済のなかに総み込ん

でいくのかにあるが，これを現実に崩き込むため

には需要の盤質と生産妓籍の変化とを取り入れな

ければならない。また暗闘納経遍のある時点での

空聞経済の構造は，それ以前に蓄積された結果の

反硬であることを忘れてはならない．農業にあっ

ては察然的要翼をどのように継み込むかが開題と

なるが，ここでは轟然を費購を調整する露子とし

て見ている。

　第3章では第i章の単純なモデルに輸送経艶を

導入することがいかなる編傷を生ぜしめるかを綾

謁する．輸送経蕗の基本的要素を翼建費霧（資本

費薦）　と再変費屠（運稀華費欝）にわ棄ナ，癖玉絹者最

小費霧と建設最小費罵の原還との醐で基本的な輸

送経驚の設定がなされる、これに積極的あるいは

濃極的な編鋳を超えることで愛実の輸送経蕗をか

な難読醗できるとする、もちろんこのモデルの大

前握には輸送費の梼造があることを忘れてはなら

ない。輸送費の構造は逓減的費濡麟線であるが，

輸送手段によって逓減状溌が異なり，地帯懸運賃

譲や商品特性，競争状涜によっても運賃の差異が

でる。このような運賃率は地代莚線を地代麟線と

させることで農業生産の境雰を押し広げたり，工

業にお捗る準問立地の魅力を減じた鯵，輸送機難

問の穫み替え鳶を有雲壌こした修する。これにFO

Bなど空聞的簸絡設定致策としての差慧ll緬穣グ）設

定，典型的には基準点懸緒が換わるが，これらの

籐絡政策の究極の鐸的は簸売量を増すことによっ

て牧人を最大住することにあると，2人のビータ

ーは指摘する．輸送の改善や交遜磯縫の改良の進

展など輸送手段晦体の妓籍的発農は時空的駿東を

もたらす．輸送費の全般的な低下は生産過程にお

ける療養のよ辱効率的な麟講を轡能にする。この

ように輸送費の低減は農産物輸入縫帯の拡大によ

！）ても確認されるように，経済諸活動の構婦的位

置を変えている。

　第4章では編需を生ぜしめる生産費の空雛的差

異について誘及する．生産要素の横暴費霧は常に

変飽している。そこで資本と労働との闘での生産

要素の代替を講じたうえで，立地猿子としての労

鱗の重要性と労鱗費の空閥的較差の存姦とをアメ

華寿合衆醸の事携から護隣する．しかし労轍の移

動性は賃金の空醗的差異を取穆除くまでに至って

いない。また生産要素としての資本も麟霧響籠姓

の空聞約差異をもっている、貨幣資本形態での移

動性は大きいが，勃的姿本は移動が纒難であるこ

と，中小企業は地元の金醸i機麗紅依存する髭率が

高いこと，そして資本費灘としての稀子率には購

らかな空聞的差異がある、さらに生産要素として

テクノ貸ジーを取り上げ，その空筒的差異と不移

動性について講ずる．そのうえでそれぞ親の要素

の空聞的代替についてと鯵あげ，懲役紀と2§盤紀

との闘には基本的な権違があると違べる．この点

はさらに第2都で深く議論される。

　第5章は窺穫の経済，集積の経済を論ずる．生

産立地を展醸する前縫としての需要空翼の状涜に

ついては市場ポテンシャル観念から接近する。事

網としては合衆国が取箸上げられ，製造業におけ

る市場需要の空間的差異は，かなりの程農製造業

雛身の生産的消費に起霞することが瞬らか紅され

る、生産者は想定した需要観模と水準に費灘をあ

わせるためにr合理的fな生塵媛模の選擬を讐簸

することになる．かくて規模の経済を語るにあた

って重要なことは，較益の増撫と駿益の逓減との
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転換点，および較益の逓減と叡益の減少との転換

点グ）見きわめること，すなわち媛模の不覊益をど

う舞1遜iするかにある。　2人のヒ。一ターは規模経済

の擾薩にある譫妄馨を一般的に考察し，それらの

要露が労働の分業にあることや，大型機嫉，大量

備蓄，大壁購入などを燦穫の経済として抵ってい

る。罷業における生産の規模1ま，立地開題をむし

ろ複雑なものとし，費驚や薮入と購篠に，最適立

地を編鋳させる立地灘子の一つとなる．

　矯模の外蔀経済としての驚地髪1集積の無益は，

単線にはウェーバーの集積概念のみから導鐵する

ことはできない．2人のピーターはここでホテ賢

ングを登場させ，ゲームの理論を介在させて説鱗

するが，綾等糞身はその説絹だけで満達している

わけではない。むしろ生産単位のネットワークに

注羅し，生産結合，罵役糖合，港場結合の3っの

型を鱗き饑し，それらが企業閥の後方結合と麟方

結合として読瞬できるとする。また局地化の利益

と轟市イヒの零1至益とを厳密に区1タ》することはできな

いが，灘帯建の無益については機能的な愚昧合い

から企業聞の空聞的な近接盤がもたらすものとし

て，読覇される．集積の最適媛摸は，公其施設霧

罵と矯益が最適効率水準を提供すること，つま警，

構成要素である各金業に与えられている外部経済

が最大となる蔑模であるとする。また集積の不羈

益はそれを超えた場合に猷てくるとする。ただし

アイサードの図を弓1濡しつつ，擁毒化の経済は単

純でないと籔わっている．

　静態的考察であった第5章までをうけつつ．第

6章では時空闘の次元，つま吟動態的な累積的経

済発展として考察を行う。発展に請けての最初の

要露は歴史的鶴然にもとめる。その後の展雛はバ

ンズの鴫業モデルと率心地モデル雄で視覚化し，

その累積的遜程を移趨基盤乗数や羨得乗数及びそ

の乗数過程を追求できる投入産出分析とを活篤し

て数理的に説窮し，総合製鉄翫の拳蟹で具体化す

る。その結果，累積的成長には推進力となる産業

あるいは企業の発展が必要なこと，そしてそこで

は妓籍的な変化が重要であるが，その源泉は人間

の撫互｛轡嬢こあ滲，その点で大都市は大学や醗究

機縫，その織機縫が存在するので有利であるとす

る。次いでこの成長推進力がどのように伝播する

かでは，中心・翼透霧§孫や波及勤果，逆流効果な

いしは分縫化効果を議識し，すぐれた一一つの要約

モデルを提示する。その結轟きは，最密にある種び）

有無姓を得た場翫が成長の累積効果や輸送機溺の

変化から蒋益を得．その有舞鶴は保持される類病

にあるというものである。

　第i都がいわば空幾論から立地を謹鱗しょうと

しているのに帰して，策2部は欝簿年代以降の変

牝をふまえ，空聞経済を語る課に無規できなくな

ってきた琶大量界企業の発展をどうとらえるか，

つまり理実の空筒的結果の背後に隠された露果縫

係を，経済漂鰹そのものからでなく，企業経営者

の意爵的かつ合理的行動から解隣しようとしてい

る．第2部はまさに本書第3版の嚢玉となるもの

であ箏，穫纒的紅現代的課題に接透して》、る点で

さらに高》・評無を与えることができるものである．

　それでは経済立地論の縁を修正すれぱよいのか

（第7章／、第一は完全競争に代わるモデルを作

ることである．2人のピーターはまず寡霞の機念

を導入する、これはアメ撃力での企業集中度の状

混からしても妥当なことであ吟，そび）典型嫁多羅

籍企業である、ここ紅空聞的変位の第…義的主体

としての企業が導入されるのである。企業綾織を

誓ブラックボックスまではないものとして取鯵擾

う。っ童吟企業タイプごとに意志淡定の方法がこ

となるが，企業維織は異種機籠の集合体であ陰，

それらは懸纏連鎖として謹解される。この懸値連

鎖の編成方晦は主に垂薩的あるいは水平的となる．

　これに魅して懸鑓連鎖として編成できない外部

を環境といい，それは業務環境，関係領域．マク

獄環境といった重麟盤をもっている・環境が金業

績織に要求！するものは競争諸プ3，取弓1交渉力集羅，

調整諸方などである。具体的垂こは二£業の立地意志

淡定や農家の鐸勅淡定におけるゲーム運論の適矯

や，鋳鞍を蝶介とした認知遍程，さらには幕湯と

競争講造．技術の変化を組み入れたプロダクト・

ライフ・サイクノレなどが取警上げられる．なかで

も構鞍技術が強調され，これが生産段賠における

梼隷集約化領海，生籬の柔軟姥，労働力要件の大
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転換をもたらしているとする。

　大企業がなぜ優位性をもつこ二とになるのか，第

8華では大企業綾織の戦酪的宥動が地理的構造に

どの鉱うな影響をもたらすかを検討する。競争戦

縮絃費綿先導型，蓬湊化型，集中飽型の3つに蘇

分され，その展擁の方鶴には講場進鐵，露場辮発，

製品覇発，多角化戦酪などがある．多角髭戦酪に

はさらに覆緯1的と水軍1的，および1轟シ萎‘を嚢圭み会津）

せた覆合型などがある．もちろん撤退も戦1略の一・

つで凄）る．これらの展弱方鶴縁内部的に拡張して

いくものと，禽鎌や買駿あるいは纏企業との其瞬

などがある，．

　ここでの重要なことは企業綾織欝造が戦鑛1こ縫

うことである。企業の意志決定は大きく1ま中極レ

ベルの決定と統御を蕎う戦略的淡建，ll常的な管

舜銭こ1饗わる業藩的決定，基礎的な産業過程紅かか

車）る餐；懸1的決定の3段葬皆垂こ蘇分され，大食業び）場

合にはこオしらが地域藩曇こ異なった立地舞働をとる。

大企業の奮麟盤は第7章で溺らかにされた綴模の

経済性にあ琴，それ隷椿報を含む豊かな海藻資源

によるもヂ）であ吟，これが複数工場を持つことで

さらに空聞的金運化において柔敏な百態嫉を獲得

することができる、、この大企業に対する空聞的縛

綾織化をゼネラルフーズとフォルクスワーゲンと

で確認する。簾えて，ジャスト・ギン・タイム・

システムで編成される下請けは，企業内部での完

全な内総髭と公翻毒場での魏ずくによる取梛とび）

開での…－種の妥協の産鞍多であると運解される。

　第警章でマルクスの歓会・経済理論をなぜとを）

あげるのかは，第i離で取箸撮った堂難硬究が生

産全般にかかわる縫会的灘系の展1蟻通程の…一部を

説明するに遍ぎなかったからである．しかし懲発

点としての資本主義的生産様式や労鱗癒韓説・労

繰力・労縫遍程，さらには罵余無縫と鵜潤の起原

を平易にかたる乙とはそれほど容易いことではな

い．空聡的椀点から生産の峯董1会的縫係を解窮する

には，社会的分業を遜じて人葬llは祇会的懸髄を！）

く辱清し，露場を経聾して人離関係が調整される

ことの理解からはじめなければならない．そして

生産や企業の活動を産業資本の繧環として，すな

わち資本主義経済を貨幣資本，生産資本，高熱資

本という3つの繧藻形式を統一した経済システム

として礫解する。盗本隷燈換の経済を求めて，集

礒・集中し，資承、髭義的競争隷独羨形態へと進ん

でいく．こび）資奉主義的競争は．籍賞典派には運

解できない恐龍を籏環的1こ生み鐡し，これが産業

簿構築の契機となる．

　箒緯章はこの第警章に基づいた生産の地理学が

軽麟鍛される．生産の地嚢謬鉾の特鐵は場・謬言と空1撰は，

場醗の姓絡が攣に煽鋳を与えるということだけで

はなく，縫会遇程それ薮1誌として機籠を果たして

いくなかで申心的な役麟を果たす積極的なカをも

つ．生産の空llil構造として震い換えるが，その構

造は雛糞の懸i史と性格とを持つ構造改革的方法の

1三要な原理が労織遍程論紅あ鋒，その中心となる

機念が労働の空聞的分業である．、盆地鰹論は投資

理論グ）蔀分集合ととらえら蕊，蜜たその建築投資

の鑑移は建造環境の変化としてとられ，これが空

鱗的効繕を生み織していると認識する．巽捧的に

はガ1動華産業がとりあげられ，その立地展醗が投

資の空購的範鑛とされる．，勝地的な失業堤象は投

資グ）瞬き1二げの影響とみられるが，その投資の瞬

き隻急げ1まよ辱広いシステム全体にわたる羅果縫係

として礫解される。かくて生活の広い範翻にわた

る構造は資本が支凝するというマルクス室義グ）命

題に接透することになる。

　われわれにとって麗姦できることは，空縫的性

格1というものを労働の空間的分業の変建の表穫と

してみなして，生産遍程1こお酵る空欝1の役麟の牲

鰺を継蔀まで醗らかにすることである。ここでの

強調点は労働の空簡約分業にあり，労働部絹の空

周的分業は瞬時に，灘麟的分業としての労働の空

聞となる孕つ豪蓼経営レベルと地域レベルの分業

と踏屡牲とが次第に中心と周遊という関係をもっ

て纒戒されるようになる。かくして地理的な醍謬

は，経営に対して積極的な琶籠盤を生み鐵すよう

にな弩，集積の速度をあげる手段として篤いられ

る。その中心は趨市がしめることになる。

　この、ように政治経済学としてグ）生産の地蓬学が

撰し示すのは，姿本にとっての蓄積のための柔歓

盤であ鯵，それ・にむ酵た労髄の空懸編成である．

それは一方では大工場内でのフォードー蓄1義に亀機
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がもたらされ，縫方で縫報技徳を縫うことや地域

歓会と結合し柔軟雛を獲得している中小企業の喜

稀姓がクローズアップされる．いずれにしても企

業は労働における多角的熟練，鷹繕量」）調整，賃

金率の調整という3つグ）種類グ）柔軟性を求めるの

である．しかしこれらの柔軟縫は，実は大都霧に

はすでに存在しているものなのである．

　以一1二が水霧の概要であるが，以下，いくつかの

讃評を麟1えておきたい、，第繋ま経済地鷺！学の基礎

理1論をどこからはじめるかに！）いてである．本書

ではこれを経済システムの説明からはじめている

が，このことは経済学から経済蜷理学を構築する

にあたっては妥議な方法である「，経済地礫学は

「地域達一・鍛あるいは郵塞雛」一般にかかわるす

べてを説窮することを狂蕩としているわけではな

い．経済地鶏1学は地域あるい1ま空幾の鞍簸犠蓬礎と

もての経済システムを1灘らか紅することを課題と

している．すなわち経済地理学は．地籔的不均等

嫉のもたらす諸難題鵜認識を鷹発点とし，その地

域的不均等牲がいかなる経済システムやそのもと

でどの，ように累積嚢儒こ生叢れてきているび）かのメ

カニズムを理論的かつ実藪的に解明し，この地域

的峯均等性を克験するために必要な変革のプログ

ラムを耀論的に提示するところに，そσ）主要な蕨

究課題がある。

　ところで本諜はギ地域3を難題としていない，

本壽が鷺題とするのはギ空鶴墨であ穆，それは懸

立紀手法にもとづいて導醸される等方性空辮であ

る。等方鷺三聖1潟と完全競争から始めることび）意秣

は，立地による空鶴編成を譲理一質的に誕覇して

いくのに蔀合が良い．これまで隷ウェーバーある

いはチューネンから始めることが多かった．それ

ら部分均衡論的立地論から議論をはじめることの

利益は，鰻定されてはいる演身透な経験からは空

聞を立地から語るという譲理展麗であ鯵，工業や

農業が主力産業であったそのためには部分均衡譲

からはじめるのが，悪露的手法をもちいる際に有

勤だったからである。ここでは，チューネンナレ

ッシュ，ク夢スタラーの共通の鐵発点としての等

方性空聞がまずでてくる。しかし，いまや空聞か

ら立地を語るのであるから，経済学でいえば■殻

均衡論からはじめざるをえない．そこでク夢スタ

ラーをはじめに蕪1すか，あるいはレッシュをはじ

めにだすか麟lll題となるが，ここではク夢スタラ

ーが窃めにでてくるのである．

　等方韓三聖馨1から資本三1三義としての驚く輩多等空欝1が

論還納にどう導き鐡さすのか瀞，里、iへ歪．4の鵜で

巧みに展醐されていく。均等姓から不均等鍍がい

かにうみ綴されていくのかが，段購を遵いながら

霧莞瞬されている．臭捧的には欧のようになってい

る．等方性空鷺…（不均等性舞触生産者の威寛

縫雛一（均等比重）一＋講一財での複数生産餐一

（不均等轍i2〉→纏財（紙欧～轟欧〉一（均等牲

2〉一→麗ぎ場原理璽こよる中老・選iの灘覆（縷馨馨ll〉一

（不均等性3〉㎜ゆ交通療耀・行政原理一　｛均等姓

3〉脅レッシュ配灘一・（不均等難三4／一筆セクター

罎転拘束一（均等姓4／吟最小努力原鑓皿一纏｛均

等鍵6）一＋交通驚・人縫箔度分春である．

　その．1二で，すべての生蒸要素1こは不完全移動性

があ酵，労働・資本・披講のいずれにおいてもあ

ること，その空醗的氏替を遜ビて再び生産要素を

翻題とする。こうした生産要素が空鑵繋こおける一期

地を著しく編傷させる，つま瞬空鵜一般からだけ

では説明縫鋳れない編鋳をどう取酵擾うか，つま

鞍ウェーバーをどう弓多き戯すか解課題となるので

ある。またネットワークそオL灘身も編欝の原霧と

なる。ネットワークの登場絃，輸送費低下グ）パラ

ドックスを表騰させる．輸送費は，空繕璽の藻琴鐸と

グ）手段としてあるのであるが，輸送手段び）改善で

その低トが，生産費の格差をかえって叢要糧させ

ることになる。そして興稼あることは，累積的成

長と時空闘的叡東にかかわる一つの要約蚤デルで

あ鯵，これはすぐれた展醗とな＜）ている。

　本書のすは1らしさ1ま，　このよ1うに舞髪存の選蟻食と

理論との闘の1論理的なつなが滲を，事鰍を重ねる

ことで（少しずつ移行させながら〉展舗方法にあ

り，これは読者（と吟わけ学生／が建解度を高め

るうえで大きく貢献している。また実証的な部分

においても，譲遷展麗にあうものやあわないもの

が，連続としてあるいは不連続として，説得的に

説明されている。たとえば，チューネン醗の適合
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姓は，先進麟ではあうが途上羅ではあわないとか，

また途土羅でもスケールを変えれば適合するとか

などである・また中心地から馨市への展鵜にあた

っては溝費者背嚢（最多購震行動〉を挿入するご

とで，不連続を連続髭させているのである。かく

して本書は経済学部で罫立地と空陶を学ぶ学生

にとって機準的なテキストとして薦めることがで

きるものである、，

　このように本書は教科霧というスタイノレを取穆

ながらも，欺来における講究を弩念にフォ降一し

つつ，経済地礫学における基礎蓬講の到達点を提

示するだけでなく，強弩の嘆約3モデルを擾示

するなどすぐれた欝究書でもある．学生教育に利

羅するに当たって縁，展雛摂きわめて論難的であ

るばか鞍でなく，平易な文章（談春の貢献もあ

る／によるていねいな説競がなされてお参，御心

者にも饗解しやすい組み立てとなっている、また

餐騒表を顧欧たどるので内容の礫解を深めること

ができるように工夫されている．実響露こ欝露年度

の演習で採篤し，そのすばらしさを学生とともに

体験した。

　残された課題も多くある、それは本書ぶあくま

でも企業の擬点からみた「立雛と空翼まをテーマ

としていることに鬱する．本書は，生活を軸とす

る優纏編環の体系としての罫生きた地域∫の経済

活動が生産と消費とに分断され，さらに生産も生

産要素ごとにr立懲として分解されたうえで，

大企業の編髄1連鎖としての罫空鷺雲にいかに再編

成されていく遍程を麹実に語鯵かけている。つま

り　ヂ地域蚕が大企業本位にr空間≦化される過程

が語られている．しかしヂ空聞達此のその禿に．

われわれはいかなる展望を晃い鐵せぱ良いのであ

ろうか．

　懸の震い方をすれば，グ欝一バノレ髭が進展した

新たな驚彊において罫生きた地織達の復権は，い

かにすれば可籠になるのであろうか．自然や文匙，

麟度など馨や地域による違㌢・はヂ立地と空経籍か

らすれば単なる編鋳要露として見られるのである

が，F生きた地域蛋からすればそれらは豊かさを

生み織す多機織の源泉であり，その評優がグロー

バル化のなかでまさに縫われていることである。

これは「立地と空聞」ではなく，われわれF趣綾

経済」論の課題となるのであろうが，その展縫の

鍵は次のようなところにあると考えられる。

　第iは都毒から農替への展醗をどうはかるかに

臠してである。農村は事実上，都毒基盤としての

み紘置づけられてお雛，農村露有の諸開題はほと

んど取む上げられていないし，ここに自然や濃境

開題を遷譲的に取り込む契機を失うことにつなが

っている。

　第2は都確化経済を発分に後え馨れていないこ

とである．都霧化経済が地域特化経済と郷がこと

なるのか，その極値源泉にまで踏み込んだ検討が

必要である。そして当然のことな潜ら，都青髭経

済と髭雰都帯化経済との翼の懸麺源泉の違いも綾

野暮されなをナまむ毒ま1ならな鮎、。本書で1〕まこれをミクロ

から読窮しようと努力しているが，それで事足馨

るものではない。もっともこれは歎学での蓄積の

弱さを反醸しているのであるから，著者たちの責

任にはできない。

　展擬の課題の第3は中小企業の分藪と位置付け

が強くすることである．本書では第3イタ夢アの

事舞がわずかに紹介されているに遍ぎない。中小

企業は，厳しい経営環境の中であっても粕諺強く

存続し，しかももう一つの発展の道として澄暮を

あびてきている。躍疑経済における中小企業や地

域経済における地場産業の役麟をどのように発る

のかが重要となる．

　睡域まが新たな段購における難かさを翻鐡し

ていくことができるのかどうか，グローバル髭の

なかで葺一カルが主体性をもって存続できるのか，

つまり雛域にお曇るゼ持続的発展まや納発的発

展窪に対して「立地と空羅歪から接近しえるのか

否か，次の改欝蔽では突っ込んだ譲遮を期待した

いものである。
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